
GETの印刷結果を確認する

⽬標を達成している

新しい⽬標⾏動

の設定

(他の課題がある)

(数ヶ⽉⽬標

の変更なし)

新しい⽬標⾏動

の具体化

現在の⽬標⾏動

の継続

達成基準を

⾼くする

経過観察

(数ヶ⽉続く場合
は⽬標を変更)

⽬標を達成していない

評価できない

(記録が少ない)

記録者・時間を

具体化する

⽬標⾏動を

具体化する

⽀援⽅法が

計画通り

実施できない

⽀援⽅法を

具体化する

(5W1H)

⽀援の

実施状況も

記録する

⽀援⽬標が

難しすぎる

達成基準を

低くする

経過観察

(数ヶ⽉続く場合
は⽬標を変更)

計画通り実施できているが
うまくいかず

対応の⼯夫が必要

⾏動の前（A）

⽬標⾏動を
引き出す

⼿がかりがない

不適切な⾏動を
引き起こす
⼿がかりがある

⽬標⾏動を
引き出す
環境づくりと

⾔葉かけ

不適切な⾏動を
引き起こす
刺激を取り除く

⾏動（B）

⽬標⾏動の
やり⽅を
知らない

⽬標⾏動の
やり⽅を

説明・練習する

⾏動の後（C）

⽬標⾏動に
強化⼦がない

不適切な⾏動に
強化⼦がある

⽬標⾏動の後に
強化⼦
を提供する

不適切な⾏動で
強化⼦を
得られない

ようにする
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